
伊賀市立上野総合市民病院 
-現状とこれから- 

平成２８年９月１３日 



本日のご説明 

1 当院の医療供給体制の現状 

2 伊賀地域中核病院との連携について 

3 伊賀地域医師会との連携について 

4 地域災害拠点病院としての役割について 

5 地域医療支援病院としての役割について 

6 伊賀地域における医療啓蒙活動について 

       （市民公開講座、出前講座、研修会） 



医療供給体制の現状 



診療人口＊伊賀市９万人・名張市８万人ほか奈良県山添村・ 
京都府南山城村等 合計 約１８万人 



病院職員数の推移表 

医師数 13名   22名（内科系医師9名） 

 

看護師数100名  155名 
 







病院患者数（外来・入院） 

外来患者 約300名 
 
入院患者 約200名 

2病棟 

3病棟 

4病棟 
5病棟 





伊賀地域から天理よろづ、大阪日赤 
など関西地区へ流出した、 
がん患者の受け入れ 

県境を越えた奈良県、京都府 
の救急患者の受け入れ 



伊賀地域中核病院との連携 



伊賀診療圏二次救急当番回数 

救急医療の提供 



救急患者受け入れ状況 

• 平成27年度     救急搬送受け入れ 1786件 
 

              他院転送件数 64件（3.58％） 

 

 

 

頭部外傷、くも膜下出血など、 
脳神経外科領域の治療を要する症例 

を主に岡波総合病院へ 





伊賀診療圏の二次救急病院 
 □岡波総合病院 病床総数３３５床 

   一般病床２４９床・障害者病床３６床 
  回復期リハビリテーション病棟５０床 

 □名張市立病院  病床総数２００床 
    一般病床２００床 
 □伊賀市立上野総合市民病院  
            病床総数 ２８１床 
   一般病床２４３床・療養型病床４０床 



伊賀地域医師会との連携 
（紹介率・逆紹介率） 







 
 

開業医先生方との連携を強化し、 
在宅療養を進めていきます。⇒ 

当院は、在宅療養後方支援病院です。 
 
 

当院訪問看護ステーションがサポートしている在宅患者 

急変時の24時間救急入院対応 



地域災害拠点病院としての役割 



当院へ関西地区のDMATが集結 

南海トラフ地震の際の、ハブ機能病院としての訓練 



ヘリポートを併設しドクターヘリを運用 



当院の地域医療支援病院としての役割 

１ 消化器疾患の救急医療の提供 
 
２ がん診療連携推進病院としての役割 

まとめ 



□診療圏での特性『消化器疾患とがん治療』 
①消化器疾患の病院として（消化器内科４名・消化器外科７名） 

内視鏡症例数  年間4000例超 



600例 





伊賀圏内の『がん診療連携推進病院』 



□診療圏での特性『消化器疾患とがん治療』 
①消化器疾患の病院として（消化器内科４名・消化器外科７名） 



５階集学的治療・緩和ケア病棟 
地域より流出したがん患者の受け入れ 



外来化学療法室 



がん患者さんを在宅で！！ 



 
 

開業医先生方との連携を強化し、 
在宅療養を進めていきます。⇒ 

当院は、在宅療養後方支援病院です。 
 
 

登録患者の大多数はがん末期の患者さんたちです 



伊賀地域における医療啓蒙活動 



地域出前講座 



市民公開講座 



医療の質向上のため、地域研修会 

伊賀・名張 臨床腫瘍講演会

【日時】2016年 ３月 ３日（木）１８：００～１９：００

【場所】 伊賀市立上野総合市民病院 西館 大会議室

〒518-0823 三重県伊賀市 四十九町831 TEL：0595-24-1111

製品紹介 １７：４５～株式会社ヤクルト本社医薬名古屋支店佐原匡

特別講演 １８：００～１９：００

座長： 伊賀市立上野総合市民病院

副院長 田中 基幹 先生

『高齢者における化学療法と支持療法のポイント』

演者： 大阪大学大学院医学系研究科
消化器癌先進化学療法開発学

教授 佐藤 太郎 先生

共催：伊賀市立上野総合市民病院・株式会社ヤクルト本社

開会の辞 伊賀市立上野総合市民病院
院長 三木 誓雄 先生



病院を地元の若い世代に繋げる。  



患者さんの声と病院からの回答（毎月１回ロビーに掲示） 

患者・患者家族の皆様からの声を
公開しています。 



地域医療支援病院を目指して 

□医師会の先生方と連携し、在宅医療を後方支援します。 

□二次救急医療の充実を、さらに図ります。 

  特に消化器疾患については、 

  救急患者を24時間体制で受け入れる機能を構築します 

□伊賀医療圏のがん診療連携推進病院として、 

  消化器系がんの早期発見・治療を目指します。 

□他の地域へ流出した、伊賀地域のがん患者さん  

  を受け入れるための緩和ケア病床の充実を図ります。 

□消化器疾患・がん治療に関して、地域中核病院としての  

  役割（研究・研修成果）を果たしていきます。 

 



ご静聴ありがとうございました 


